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平成２２年度 日立市教育研究会先進校等調査派遣研修報告書

日立市立山部小学校 教諭 萩谷 成子

１ 派遣期日 平成２２年８月２８日（土）

２ 研修先 学校名 東京学芸大学附属小金井小学校

所在地 東京都小金井市貫井北町４－１－１

E メール kanesyo@u-gakugei.ac.jp

３ 研修内容

学習公開・研究発表

研究主題 「教材研究で授業力を高める」

◇授業参観

◆４年 算数 「かわり方」 授業者 青山 尚司先生

問題 机を５こくっつけたら，何人座ることができるかな？

（図）

● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

（表） つくえの数と座れる人数の関係

つくえの数（こ） １ ２ ５

座れる人数（人） ５ ８ ？

☆ 表から増え方のきまりに着目しての解決法

＋１ ＋１ ＋１ ＋１ ＋１

つくえの数（こ） １ ２ ３ ４ ５

座れる人数（人） ５ ８ １１ １４ １７

＋３ ＋３ ＋３ ＋３ ＋３

・机が１つ増えると人数が３人ずつ増えていくから，３こ分の１１人に６をたして，１７人。

・５＋３＋３＋３＋３＝１７

・５＋３×４＝１７

・机が１こ増えると，人数は３人増えるというきまりを使って考えていく。

☆ 図を用いて考えていく

○ ● ● ○ ● ● ○

● ●

○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

図をかいて全部数えたら，１７人になる。

● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

上に７人，下に８人，横に２人だから，７＋８＋２＝１７

・両端の２人を抜かすと，１つの机には３人座っているから３×５＝１５。そこに，はじの２人を

たして１５＋２＝１７で，１７人。

・両端の机に４人ずつで，あとの３つが３人ずつだから，４＋３＋３＋３＋４＝１７で，１７人。
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◆６年 算数 「体積」 授業者 長島 寛和先生

○直方体をつなげた時，どのように体積が変わっていくか，何が変化するかに着目し，比例を用い

て，２０個の時の体積を求める。

問題 次のように直方体を並べます。２０個並べたとき，その体積を求めましょう。

・・・

・直方体を対角線で区切ると，２つの直方体が重なっている部分は，１０×１０÷４＝２５㎠。

直方体が重なっていない部分の体積は，１００－２５＝７５㎠。

したがって，全体は，１０×１０＋７５＝１７５㎠。

３個連ねると７５㎤増える。４個目も７５㎠・・・

個 １ ２ ３ ４ ・・・ ２０

㎤ １００ １７５ ２５０ ３２５ ・・・ □

増えた分 ０ ７５ １５０ ２２５ ・・・ ｙ

２個目から３個目に増えると７５㎝ 。４個目で，また７５㎤・・・。表にして，個数の２のとこ

ろを１にして，３のところを２としていくと，個数と増えた分が比例していく。式に表すと，ｙ＝

７５×個数となる。最初の１個は１００㎠で変わらないので，１９個目を考えて１００㎠にたし，

高さをかけると，１００＋７５×１９×５＝７６２５。 答え７６２５㎤

◆ 藤井 斉亮先生講話

○ 授業研究について

・日本の算数の授業は価値があるが，あまり意識されていない。

・板書は大切である。

・日本の授業文化を守っていってほしい。

・予想される子どもの反応ょよくとらえることが大事である。

・机間指導→本来は自力解決をするための時間（自分で考える姿勢を身に付けさせる）

机間巡視→この中には，学級経営も含まれ，子どもに自信をつけさせることがねらいである。

この場で指導をしてしまうと答えが分かってしまって発表会になってしまうので注

意する必要がある。

・問題解決型の授業には，２つの集合がある。そのうちの１つは，はっきり分かっていて，もう

１つは，はっきりしていない。４年生の授業の「かわり方」では，机の数ははっきりしている。

が，座れる人数は，分からない。はっきり分からないことからはっきり分かることを分からせ

ることを授業の中には入れるべきである。

・６年生の授業の「体積」では，イカの型と直方体の型の２つの型が一緒になっていて，課題の

直方体ではない。子どもに混乱を与えない教材研究をし，教材のおもしろさがでる授業を展開

することが大切である。

◆ 感 想

４年生の授業では，目に見えない数量関係やきまりを用いて問題を解決していくためには，その

過程を，実際に操作してみたり，図，表，言葉，式，記号などで表現してみたりすることで，自分

の考えを顕在化させて整理し，根拠を明らかにしながら考えさせていた。児童が解決していく活動

を活性化するためには，半具体物であるブロックを用意したり，表現を促すような板書が工夫され

ていた。６年生の授業では，授業者が子どもたちに「自分の考えをもつこと」「友だちの意見に対

して，必ず自分の立場を作ること」を求めることにより，友だちの意見や既習内容を適用して，子

どもたちは新しいアイディアを絶えず作りだしていた。算数的活動をより一層充実させることによ

り，基礎的・基本的な知識・技能を確実に身につけさせ，学ぶ意欲を高めるような授業の改善を図

ることにより，本校の研究テ－マである「確かな学力を身につけ，学ぶ喜びを育てる」ことができ

る授業づくりにつなげていきたい。


